
ＧＰＡ（Grade  Point  Average）制度について 

 

●定 義：アメリカの大学で一般的な成績評価方法で、学生の履修科目の成績評価を単位

数に応じて重み付けした平均値であらわしたものである。 

 

●目 的：学生の学習意欲を高めることおよび学生自身が学修の状況及び成果を示す指標

として自主的、意欲的に学修することを促すことを目的とする。 

     また、教員は個々の学生の学修成果を全体的に把握し、教育課程の到達度を評

価することおよび各学年において GPA0.5 未満のものは進路再考の指導対象に

することを目的とする。 

 

●評価および GP 

医学部 1～6学年、歯学部 1学年 

薬学部 1～6学年、看護学部 1～4学年 

評価 GP 各科目成績 

A 3 100～80点 

B 2 79～70点 

C 1 69～60点 

D 0 59点以下 

 

●対 象：各年度による 

 

●単位算出方法： 

 

 

●GPA計算方法： 

 

●GPA判定機関：各学部教務委員会の議を経て教授会にて判定する。 

 

●対象外科目：自由科目 

（医学部、薬学部は CBT、OSCEも対象外として扱う） 

歯学部 2～6学年 

評価 GP 各科目成績 

A 3 100～80点 

B 2 79～70点 

C 1 69～65点 

D 0 64点以下 

1コマ 2時間（1時間 30分授業+事前学修時間 30分）×回数 

講義・演習 15時間または実習 30時間 

（評価「A」単位数×3点）+（評価「B」単位数×2点）+（評価「C」単位数×1点） 

総単位数（不合格科目を含める） 


